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62．血液・尿中β、－micrOglobulin測定の臨床

　的意義一特に腎疾患について
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　血中及び尿中のβ2－microglobulinをファルマシァ社

製のRIAキットを用いて測定し，測定法を検討，臨床

的意義などについて調べた．

　①血中・尿中のβ2－m濃度は腎機能障害の進行に並行

して上昇する．

　②尿中リゾチーム測定不能の症例でもβ2－mは高濃度

を示すものが相当数あり，尿細管性蛋白尿の発見にはリ

ゾチーム測定よりも鋭敏な方法であると考えられた．

　③血中IgG濃度とβ2－m濃度との間には，明らかな相

関は認められなかった．

　④β2－mの腎クリアランス値はTransferrinクリアラ

ンス値より一般に高値を示し，IgG／Transferrinクリァ

ランス比とβ2－m／Transferrinクリアランス比を比較し

た場合，腎疾患においても一般に前者の方が高値であ

る．

　④血中β2－m濃度は，クレアチニン・クリアランス

ともよぐ相関し，血中クレアチニン濃度が上昇する前に

血中β2－m濃度は上昇して，腎機能の指標となり得る．
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63．β2－microglobulin　radioimmunoassay　kit

　（Phadebasβ、－rnicro　Test）の基礎的ならび

　に臨床的検討
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　最近，radioimmunoassayによりヒトβ2－microglobulin

（β2－micro）濃度の測定が行われるようになり，臨床応

用として各種腎疾患の腎機能の検査に有用であると報告

されている．しかしながらこのβ2－microの機能はまだ

不明であり，その蛋白構造から免疫疾患との関連性が注

目されている．

　今回，我々はシオノギ製薬より提供を受けたPhadebas

βz－micro　Test　kitについて基礎的検討を行うとともに

本kitを用いて，自己免疫性甲状腺疾患および悪性疾患

患者の血中β2－micro濃度について若干の検討を行った

のでその成績を報告する．

　イソキュベーション温度は室温と4°Cで比較したが，

温度の影響は少なく，またインキュベーション時間は

1．5，3、0，6．0時間で比較検討した結果，それぞれの標準曲

線はよく平行した．しかしながら1．5時間ではβ2－micro

抗体と標識β2－microの結合は7％と低く，3時間以上で

は10％以上を示した．従って，臨床的には3時間のイソキ

ュベーションが適当と考えられた．高濃度のβ2－micro

血清の希釈曲線は標準曲線とよく平行した．また血清に

1．5～48μg／1の濃度の標準β2－microを添加した場合の

回収率は91～110％と比較的良好な値を示した．また同

一血清の測定値の再現性はintraassayでは変動係数が

8％以下，interassayでは15％以下であった．

　本kitを用いて測定した正常者の血中β2－micro濃度

は1～2mg／1の範囲に分布した．橋本病およびバセドウ

病患者の大部分は正常値を示したが，若干例に高値を示

すものがあり，また悪性疾患患者の中には異常高値を示

すものが認められたので，その臨床成績についても若干

の検討を加えて報告する．
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